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（一社）世界文化遺産地域連携会議  

２０２１年度総会資料 
 

 

 

 

新メンバーのご紹介 

  

（議案１） ２０２０年度事業報告 

 

（議案２） ２０２０年度決算報告 

 

（議案３） ２０２１年度事業計画 

 

（議案４） ２０２１年度予算 

 

（その他） 今後１０年間の活動について 
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新メンバーのご紹介（２０２０年度総会以降）   

 

入江田翔太（MEBUKU 代表取締役） 

大窪 健之（立命館大学・歴史都市防災研究所長） 

久保 哲矢（NAKED エグゼクティブ・プロデューサー） 

 

 

（議案１）２０２０年度 事業報告 

 

１ 連携・交流 

 

（１）第７回世界遺産サミット（沖縄）の開催 

 

世界遺産サミット IN沖縄（１０月２９・３０日 於・沖縄県立博物館・美術館、ラグナガーデンホテル） 

基調講演：熊倉浩靖さん・・・世界遺産で紡ぐ日本の歴史とSDGｓ 

首長会議：８市町村より参加 

分科会１（文化財防災）・・・首里城火災や相次ぐ台風被害などを受け、コーディネーターに立命館大学歴

史都市防災研究所長の大窪健之さん。パネリストに美ら島財団（首里城管理団体）、奈良県斑鳩町、沖縄県

うるま市（勝蓮城石垣崩壊からの復旧） 

分科会２（世界遺産地域における保全と観光）・・・神奈川大学・島川崇さんをコーディネーターに、パネ

リストは沖縄県南城市および日光の岡井健さん、白川郷より三島俊樹さん 

分科会３（世界遺産と IT）・・・旅する世界遺産研究家・久保美智代さんをコーディネーターに、パネリス

トはグーグル、POKKE の入江田翔太さん、NAKED より久保哲矢さん、以外に事例紹介として「平泉バーチャ

ル・ウォーク」ならびに「軍艦島デジタルミュージアム」の久遠裕子さん 

 

（２）メーリングリストの継続 

   通算利用回数８９９回 

管理人：山内道美さん（今帰仁グスクを学ぶ会事務局長） 

       →久保美智代さん（旅する世界遺産研究家） 

 

（３）総会（書面開催）、交流会（１０月２９日：沖縄サミット時） 
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２ 要望活動 

  

（１）要望書を世界遺産議連メンバーおよび各省庁関係部署に送付 

 

 要望内容（世界文化遺産の永続的保全とその持続的活用を目指して） 

 

１  「世界遺産リレー催事」への支援継続 

２  「世界遺産特別法」の制定と「国際観光旅客税」の活用 

３  世界遺産・全国版ＤＭＯの認定に向けて 

４  世界遺産と新幹線、各都道府県の観光資源のコラボ 

５  各遺産地別の現況と要望 

 

（２）世界遺産サミット議連発足会における要望内容説明（１２月１０日） 

 

３  遺産ごとの課題解消 

 

（１）紀伊山地の霊場と参詣道ＰＴ 

 

①外国語公式ガイドブックの制作（熊野古道大辺路および吉野を追加） 

②古道ごとMAP の制作（新規分として大辺路、吉野、伊勢路②伊勢神宮―大紀町） 

③外国語案内標示の設置（新規分として十津川村に３０基） 

  

（２）斑鳩ＰＴ 

 

①前年度実施したセミナー内容を多言語化し公開 

②奈良・斑鳩里めぐりMAP（中国・英語）、巻物型パンフレット（中国語・英語・日本語）の制作 

および増刷 

③聖徳太子１４００年御遠忌に関する情報発信 

 

（３）石見銀山ＰＴ 

 

首都圏主要３５駅＋品川駅自由通路のデジタルサイネージ（計８１９画面）における「西日本 

の世界遺産」連携広告（石見銀山・原爆ドーム・厳島神社・萩・姫路城：１月２５日―２月７日） 
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（４）各地との意見交換 

 

遺産名 訪問日 

平泉 ７月９日（平泉町） 

日光 ７月１０日（日光市） 

富岡製糸場と絹産業

遺産群 

７月１０－１１日（世界遺産センター・西置繭倉庫・絹産業遺産構成資産見学：

富岡市・伊勢崎市・藤岡市・下仁田町）、１０月２５日（世界遺産劇場 IN富岡製

糸場） 

国立西洋美術館 ８月１１日（台東区） 

富士山 ４月８・９日（映像撮影：富士宮市・富士吉田市ほか）、１２月１１日（富士宮市） 

京都 ８月６日（門川代表理事）、４月７日・５月１２日・８月１３日・８月２５日・１

０月１日・１１月２０日・１２月２３日・３月１９日（京都市）、９月２日・２月

２３日（京都府）、１０月１３日（アクアリウム城）、１０月２３日・１１月２６

日（映像撮影） 

奈良 ７月３日（奈良市）。８月１５府（燈花会等見学）、１１月２０日（奈良県） 

法隆寺 １０月２日（斑鳩町）、１０月２２日（PT実行委員会）、３月１７日（法隆寺） 

紀伊山地 ８月７日（PT実行委員会・田辺市ほか）、１１月１７日（和歌山県） 

姫路城 １２月１８日（姫路市・姫路城イルミネーション） 

百舌鳥・古市古墳群 １１月１６日（堺市）、１１月２８日（世界遺産劇場 IN 百舌鳥古墳群）、３月１

５日（百舌鳥古墳群ビジターセンター見学・堺市） 

原爆ドーム １２月３日（広島市） 

厳島神社 １２月３日（廿日市市） 

石見銀山 １２月４日（大田市） 

明治日本の産業革命

遺産 

７月８日（釜石市・橋野鉄鉱山跡見学）、９月１６日（中間市・佐賀市）、９月１

７日（鹿児島県・鹿児島市・寺山炭窯跡見学）、９月１８日（宇城市長）、９月１

９日（軍艦島デジタルミュージアム見学） 

潜伏キリシタン： ９月１８日（天草市・南島原市）、９月１８日（ながさき居留地まつり・黒島教会

堂見学・平戸市）、 

琉球王国 １０月２９―３１日（世界遺産サミット、識名園・首里城祭・齋場御嶽等見学） 

国関係 ほか ５月２７－３０日、７月１４日、８月１１―１２日、１０月２６―２７日、１２

月１０日、１月２９日―２月２日（文化庁・日本博事務局・観光庁・議連関係・

世界遺産劇場関係・デジタルサイネージ調査等） 
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４ 共同事業の推進 

（１）世界遺産リレー催事 

 

世界遺産名 等 ラインアップ内容（場所） 実施時期 備考 

①世界遺産 

桜リレー 

今帰仁―鹿児島・原城跡－姫路・

京都・吉野―伊豆の国・富士山―

富岡・日光―平泉・釜石 

2020/4-5 

2021/1-3 

一部行事は中

止・縮小 

 

平泉 ②藤原まつり 2020/5 中止 

富岡 ③世界遺産劇場 IN 富岡製糸場 2020/10  

国立西洋美術館 ④東京オリ・パラ付帯行事 
 

延期 

富士山 ⑤お山開き神事（富士吉田・富士

宮ほか） 

2020/7 中止 

白川郷・五箇山 ⑥一斉放水 2020/10 
 

京都 ⑦アートアクアリウム城 2020/10-12 

 

 

奈良 ⑧なら燈花会 等 2020/8 縮小実施 

法隆寺 ⑨法隆寺秘宝展 2020/4 

 

期間短縮 

百舌鳥・古市古墳

群 

⑩世界遺産劇場 IN 百舌鳥古墳群 2020/11 
 

紀伊山地 ⑪御燈祭（神倉神社） 2021/2 縮小実施 

姫路城 ⑫姫路城イルミネーション 2020/12 
 

原爆ドーム ⑬原爆の日 2020/8 とうろう流し

は縮小実施 

宗像 ⑭みあれ祭 2020/10 縮小実施 

潜伏キリシタン ⑮サイレント・クリスマス 

 

2020/11-12 
 

明治日本の産業

革命遺産 

⑯登録５周年記念事業 2020/4- 地域ごと実施 

琉球王国 ⑰第７回 世界遺産サミット 2020/10  

 

 

（２）広報活動 

 

① ＨＰの充実         https://worldheritagejpn.com/ 

 

https://worldheritagejpn.com/
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１１言語（日・英・中簡・中繁・韓・仏・独・伊・露・西・葡）＋「赤い糸」奥下和彦氏

による各遺産のマークデザイン＋による情報発信 

「世界遺産でたどる日本史」コーナー新装 

② 映像制作 

 

 日本の四季をテーマに昨年度の姫路城、白川郷・五箇山に続き、富士山での桜リレー、 

京都のアクアリウム城＋紅葉 の映像撮影（日・英テロップ入り）を実施 

 

③ YOUTUBE 広告 

 

１月中旬から２月中旬にかけ、NY・ロサンゼルス・東京にて YOUTUBE 広告による映像発信

（富士山・京都・姫路城・白川郷五箇山）を実施 

 

Toal 

View 

視聴回数 

※30秒以上 

からカウント 

CPV 

視聴単価 

※ 30 秒以

上 

 

Impression 

表示回数 

View 

Rate 

再生率 

※30 秒

以上 

 

25% View 

25%再生 

概ね 45秒 

50% 

View 

50% 再

生 

 

75% 

View 

75% 再

生 

 

100% 

View 

100% 再

生 

 

Link 

Click 

CTR CPC 

Cost 

消化額 

東京 68,977 ¥13.4  496,325 13.9% 11.3% 7.7% 6.1% 5.1% 1,371 0.28% ¥672  ¥921,728  

ロサン

ゼルス 
51,224 ¥18.0  360,177 14.2% 12.4% 7.8% 5.9% 4.6% 3,820 1.06% ¥241  ¥921,729  

ニ ュ ー

ヨーク 
63,776 ¥14.5  332,997 19.2% 14.4% 9.3% 7.1% 5.6% 3,508 1.05% ¥263  ¥921,728  

  Total 183,977 ¥15.0  1,189,499 15.5% 12.47% 8.20% 6.38% 5.1% 8,699 0.73% ¥318  ¥2,765,185  

 

 

 

※ 各映像の３０秒以上視聴者数 

 

東京 
①富士山 

48,087 

②京都 

8,530 

③姫路城 

6,311 

④白川郷・五箇山 

6,049 

LA 
①白川郷・五箇山 

23,861 

②姫路城 

15,252 

③京都 

9,510 

④富士山 

2,601 
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NY 
①白川郷・五箇山 

26,293 

②姫路城 

24,095 

③京都 

         10,415 

④富士山 

2,973 

 

 

（議案２）世界文化遺産地域連携会議 

     ２０２０年度収支決算報告 

 

 

 

 

１ 収入の部（単位・円） 

 

 

項目 ２０２０年度 

    予算額 

２０２０年度 

決算額 

２０１９年度 

決算額 

備考 

① 市町村長

会費 

1,380,000 1,370,000 1,340,000 
 

② 事業収入 

・世界遺産リレ

ー催事実行委

員会 

・紀伊山地 PT 

・斑鳩 PT 

・石見銀山 PT 

77,293,260 

(40,489,800) 

 

 

(28,043,460) 

（6,263,000） 

(2,497,000) 

84,053,622 

(53,441,510) 

 

 

(22,240,700) 

（5,874,412） 

(2,497,000) 

75,085,405 

(49,047,405) 

 

 

(14,552,000) 

(9,017,000) 

(2,469,000) 

・２０２０世界遺産リレー催事決

算額内訳（自己負担金 427,941

円、国補助額 25,496,000 円、地

域催事実施費 27,517,569円） 

・文化庁「文化財総合活用事

業」(３PT とも) 

 

③ 交流会費 0 0    204,000  

 

④ 寄付金         0    1,910,180         0 ・アクアリウム城 実行委より 

⑤ 利息         0         92         23  

⑥ 繰越金 2,227,280 2,227,280 3,183,161  

収入計  80,900,540 89,561,174 79,812,589  
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 ２ 支出の部（単位・円） 

 

項目 ２０２０年度 

予算額 

２０２０年度 

決算額 

２０１９年度 

決算額 

備考 

１要望活動費       150,000      114,965      176,110 ・冊子作成・筆耕等(収入の

部①に対応：以下同様) 

２会議費 100,000 84,462 696,820 ・総会は持ち回り（①） 

３ イベント費      300,000      285,355      367,673 ・世界遺産サミット関係 

(①⑥) 

４ 広報費 

・世界遺産リレ

ー催事 

・ＳＮＳ 

・その他 

  41,215,608 

(40,990,608) 

 

   (25,000) 

(200,000) 

 53,633,525 

(53,441,510) 

 

    (31,525) 

(160,490) 

49,072,200    

(49,047,405) 

 

(24,795) 

 (0) 

・リレー催事はＨＰ・映像・Ｓ

ＮＳ広告・人件費・関連交

通費・催事開催費（②） 

・（①） 

・１０周年パンフ（①⑥） 

５事業推進費 

（紀伊ＰＴ） 

（斑鳩ＰＴ） 

（石見銀山ＰＴ） 

・その他 

36,903,460 

(28,043,460) 

（6,263,000） 

(2,497,000) 

(100,000) 

30,860,512 

(22,240,700) 

(5,874,412) 

(2,497,000) 

(248,400) 

26,090,240 

(14,552,000) 

(9,017,000) 

(2,469,000) 

  (52,240) 

・（主に②） 

多言語ガイド・HP・標識等 

外国語資料・セミナー翻訳 

主要駅 西日本連携広告 

・東京写真展協力費および

国予算対応不能分（⑥） 

６調査研究費      50,000       51,724       71,972 入場料・会合参加費等 

（①⑥） 

７旅費交通費 250,000      348,982      779,397 （①⑥） 

８通信費     100,000       28,382      88,982 郵送料・宅急便・メール・メ

ーリングリスト関係（①） 

９消耗品費 100,000   88,083  121,199 貸金庫、コピー代、文具、

振込手数料等 （①） 

１０事務雑費  20,000       1,200  120,716 登記変更費用（①） 

支出合計 79,189,068   85,497,190 77,585,309  

次年度繰越金 1,711,472     4,063,984     2,227,280  

総計 80,900,540 89,561,174 79,812,589  
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（ご参考：２０２０年度 書面総会） 

 

 

２０２０年１０月６日 

（一社）世界文化遺産地域連携会議 

  社員各位 

 

代表理事 門川大作 

 

（一社）世界文化遺産地域連携会議 ２０２０年度 社員総会の 

書面表決結果について 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は、（一社）世界文化遺産地域連携会議の活動に格別のご高配を賜り心からお礼

申し上げます。 

さて、この度は書面開催による本年度社員総会にご協力をいただきまして、誠にあり

がとうございました。皆様からいただきました書面表決の結果につきまして、下記の通

りすべての議案が過半数の賛成をもって可決されました事をご報告申し上げます。 

今年度は、新型コロナウイルスの影響により会の活動にも何かと制約が生じますが、

皆様には引き続きご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

敬具 

記 

書面表決結果 

議  案 
決 議 

社員数 
賛 否 未回答 回答率 

決議 

結果 

第１号 

議 案 

２０１９年度 

事業報告（案） 
１６１ １２４ ０ ３７ ７７％ 承認 

第２号 

議 案 

２０１９年度 

収支決算（案） 
１６１ １２４ ０ ３７ ７７％ 承認 

第３号 

議 案 

２０２０年度 

事業計画（案） 
１６１ １２４ ０ ３７ ７７％ 承認 

第４号 

議 案 

２０２０年度 

収支予算（案） 
１６１ １２４ ０ ３７ ７７％ 承認 
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第 5 号 

議 案 

今後の組織 

運営（案） 
１６１ １２４ ０ ３７ ７７％ 承認 

 

※市町村社員 回答率９６・６％（56/58） 

 民間社員  回答率６６・０％（68/103  うち回答辞退者２ 消息不明者５） 

                                     以上 

 

（議案３）２０２１年度 事業計画 

 

１ 連携・交流 

 

（１）第８回世界遺産サミットの開催 

 

世界遺産サミットｉｎ富士宮 

１ 日程 2021 年 10 月 27 日（水）～28日（木） 

     10 月 27 日：エクスカーションⅠ、分科会、交流会 

    10 月 28 日：エクスカーションⅡ、サミット会議 

２ 会場 富士宮市内 

３ 基調講演テーマ案  世界遺産所在地域の持続可能な発展に向けた保存と活用のあり方について 

４ 分科会テーマ案 

① 世界遺産の保護と活用 

主なパネリスト：（自治体等関係者） 

② 世界遺産と観光振興 

主なパネリスト（自治体、民間関係者） 

③ 世界遺産地域の連携 

主なパネリスト（自治体、民間関係者） 

 

 

 ※第９回（２０２２年度）開催地として富岡市、第１０回（２０２３年度）開催地として 

 斑鳩町が立候補されており、会の総意としてご承認願いたい 

 

 

（２）メーリングリストの継続 
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（３）総会・全体交流会 

 

    春時点での新型ウイルスの収束が見込めないため、本年度総会はオンラインによる開催とする 

 

 

２ 要望活動 

 

  ※東京オリ・パラ および衆議院選挙後の実施を予定 

 

３  遺産ごとの課題解消 

 

（１）紀伊山地の霊場と参詣道ＰＴ（継続） 

（２）斑鳩ＰＴ（継続） 

（３）石見銀山ＰＴ（継続） 

 

  ※文化庁「文化財総合活用事業」からの資金を得てＰＴ（遺産別プロジェクトチーム）を運

営してきたが、紀伊山地 PTは２０２１年、斑鳩・石見銀山 PTは２０２２年が最終年度となっ

ている。同予算は①主体となるのが実行委員会など非行政組織、②１００％補助、③最長

５年間、④ただし新規案件については情報発信 NG。 

関心ある地域・遺産は早めに事務局までご相談願いたい（例年の申請は１２月）。 

 

 

４  世界遺産リレー催事 

 

※半永続的な実施を検討 

 

 （１）映像制作２箇所 

 

本年度は中国・九州から各１箇所を予定 

 

 （２）１１言語 HPの充実 

 

  ・各映像（テロップ）の１１言語化など 

 

 （３）ＳＮＳ広告 
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  ・YOUTUBE 広告の継続 

  ・２０１９年にイギリス・フランス・スぺイン、２０２０年に米国で実施済みであ 

り、本年度は（入国制限継続中でもあり）データ収集の観点からドイツ・イタリア・ 

ロシア・ブラジルおよび東京（在留外国人含む）対象に実施 

（※２０２２年にも国予算が継続されれば２０２２年に中国・台湾・韓国を予定） 

 （４）現時点のラインアップ 

 

春 

① 世界遺産桜リレー（2〜5月中旬） 

② 聖徳太子没 1400年（法隆寺・4〜12 月）★ 

③ 平泉・世界遺産登録 10 周年事業（4〜12 月）★ 

④ 明治日本の産業革命遺産・春の共同キャンペーン（GW 中心に 4〜6月）★ 

⑤ 白川郷・五箇山 オリパライヤー特別企画（4-11 月） 

 

夏 

⑥ 世界遺産写真展（東京ミッドタウン・富士フィルムギャラリー：7月１～20日）★ 

⑦ 富士山お山開き（7 月） 

⑧ 国立西洋美術館世界遺産登録 5周年事業（7月〜翌 3月）★ 

⑨ なら燈火会ほか（8 月） 

⑩ 広島・原爆の日（8 月） 

 

秋 

⑪ 宗像大社 みあれ祭（10月） 

⑫ 世界遺産サミット in 富士宮（10月）★ 

⑬ 首里城焼失 2年（10〜11月：調整中） 

⑭ 世界遺産劇場 IN富岡製糸場（10〜11 月）  

⑮ 世界遺産劇場 IN百舌鳥古墳群（10〜11 月） 

⑯ 姫路城イルミネーション（10〜11月） 

⑰ 二条城イベント（10〜12月） 

 

冬 

⑱ サイレント・クリスマス（平戸・11〜12 月） 

⑲ 温泉津夜神楽（石見銀山・11〜3月） 

⑳ 御燈まつり（紀伊山地・神倉神社・2 月） 

 

５  その他 

 

 （１）スタンプラリーの開始・・・奥下和彦氏デザインの活用（下半期） 
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 （２）会発足１０周年・・・記念事業としてパンフレット作成、上記⑥世界遺産写真 

展への協力など 

 この機会に次の１０年に向けたアイデアを！  

 （含：事業、財政、国や議連との関係、規約・メンバー 

関係、世界自然遺産との関係・・・） 

 

（議案４）２０２１年度予算 

 

 

 

１ 収入の部（単位・円） 

 

 

項目 ２０２１年度 

      予算額 

２０２０年度 

   予算額 

２０２０年度 

決算額 

備考 

①市町村長会費 1,370,000 1,380,000 1,370,000  

②事業収入 

・世界遺産リレー

催事実行委員会 

・紀伊山地 PT 

・斑鳩 PT 

・石見銀山 PT 

      83,119,355 

(43,419,355) 

 

(31,595,000) 

（5,608,000） 

(2,497,000) 

 77,293,260 

(40,489,800) 

 

(28,043,460) 

（6,263,000） 

(2,497,000) 

84,053,622 

(53,441,510) 

 

(22,240,700) 

（5,874,412） 

(2,497,000) 

 

日 本博 （文化

庁）28,468,000 円 

世界遺産活性

化事業 （文化

庁） 

③交流会費 0 0      0  

④寄付金            0      0 1,910,180  

⑤利息            0         0         92  

⑥繰越金 4,063,984 2,227,280 2,227,280  

収入計      88,553,339 80,900,540 89,561,174  
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２ 支出の部（単位・円） 

 

 

項目 ２０２１年度 

予算額 

２０２０年度 

予算額 

２０２０年度 

決算額 

備考（収入の部①④

⑤⑥以外に注釈） 

１要望活動費    200,000   150,000    114,965 ２０年は持ち回り開催 

２会議費 150,000 100,000 84,462 １０周年・総会・交流

会 

３ イベント費     200,000     300,000    285,355 サミット協力等 

４ 広報費 

・世界遺産 

リレー催事 

 

・ＨＰ 

・その他広報 

43,949,355 

(43,419,355) 

 

 

 (30,000) 

(500,000) 

  41,215,608 

(40,990,608) 

 

 

  (25,000) 

(200,000) 

53,633,525 

(53,441,510) 

 

 

(31,525) 

(160,490) 

国のリレー催事補助

予算28,468,000円。差

額は自己負担分と（各

地元負担）催事費用 

 

１０周年関係 

５事業推進費 

・紀伊山地 PT 

・斑鳩 PT 

・石見銀山 PT 

・その他 

39,800,000 

(31,595,000) 

（5,608,000） 

(2,497,000) 

(100,000) 

36,903,460 

(28,043,460) 

（6,263,000） 

(2,497,000) 

(100,000) 

30,860,512 

(22,240,700) 

(5,874,412) 

(2,497,000) 

(248,400) 

収入の部②に対応 

 

 

 

（国予算対応不能分） 

６調査研究費      50,000      50,000     51,724 参加費・入場料等 

７旅費交通費     250,000     250,000    348,982 別途、リレー催事予算

内に 959,590 円計上 

８通信費      50,000     100,000  28,382  

９消耗品費     100,000  100,000 88,083 事務機材・文具・コピ

ー・振込手数料 等 

１０事務雑費     20,000     20,000  1,200 登記関係 等 

支出予算計 84,769,355 79,189,068 85,497,190  

次年度繰越金 3,783,984 1,711,472 4,063,984  

総計 88,553,339 80,900,540 89,561,174  
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（一社）「世界文化遺産」地域連携会議（２０２１年４月２５日現在） 

 

 

顧 問   松浦晃一郎（元・ユネスコ事務局長） 

 

代表理事   門川大作（京都市長） 

副代表理事 松井一實（広島市長）、仲川げん（奈良市長）、清元秀泰(姫路市長) 

上中哲也（日光市長職務代理者 日光市副市長）、中西和夫（斑鳩町長）  

 

理 事   青木幸保（平泉町長） 

榎本義法（富岡市長）、臂泰雄（伊勢崎市長）、新井雅博（藤岡市長）原秀男（下仁田町長） 

服部征夫（東京都台東区長） 

堀内茂（富士吉田市長）、渡辺喜久男（富士河口湖町長）、望月幹也（身延町長） 

高村正一郎（山中湖村長）、田辺信宏（静岡市長）、須藤秀忠（富士宮市長） 

髙村謙二（裾野市長）、若林洋平(御殿場市長) 

小長井義正（富士市長）、池谷晴一（小山町長） 

成原茂（白川村長）、田中幹夫（南砺市長） 

佐藤健司（大津市長）、松村淳子（宇治市長） 

河上敢二 (東紀州地域振興公社理事・熊野市長) 、中井章太（吉野町長） 

車谷重高（天川村長）、真砂充敏（田辺市長）、堀順一郎（那智勝浦町長） 

平野嘉也（高野町長）、井澗誠（白浜町長） 

永藤英機（堺市長） 

松本太郎（廿日市市長）  

楫野弘和（大田市長） 

野田武則（釜石市長） 、山下正行（伊豆の国市長）、田中文夫（萩市長） 

福田健次（中間市長）、秀島敏行（佐賀市長）、田上富久（長崎市長） 

守田憲史（宇城市長）、下鶴隆央（鹿児島市長）  

伊豆美沙子（宗像市長）、原崎智仁（福津市長） 

朝長則男（佐世保市長）、黒田成彦（平戸市長）、松本政博（南島原市長） 

野口市太郎（五島市長）、馬場昭治（天草市長） 

城間幹子（那覇市長）、中村正人（うるま市長）、瑞慶覧長敏（南城市長） 

久田浩也（今帰仁村長）、浜田京介（中城村長）、比嘉孝則（北中城村長） 

石嶺傳實（読谷村長） 
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有川雄二郎（元・ＳＡＰ代表）、井戸智樹（一社・地域連携研究所代表理事）、 

大社充（ＤＭＯ推進機構代表理事）、熊倉浩靖（高崎商科大学特任教授） 

島川崇（神奈川大学国際日本学部教授）、後藤治（工学院大学理事長・総合研究所教授） 

花岡拓郎（海事歴史科学館＜大和ミュージアム＞学芸員））、藤本貴也（全国街道交流会議代

表幹事）、毛利和雄（歴史ジャーナリスト） 

 

社 員 

 

朝廣佳子（読売奈良ライフ代表）、安藤周治（ひろしまＮＰＯセンター代表・ＮＰＯひろしまね理事

長）、安藤登（ＮＰＯ世界遺産アカデミー常務理事）、井植美奈子（井植インターナショナル代表：京

都）、石丸美穂子（元・和歌山県上富田町観光コンシェルジュ）、糸永正之（アラスカ大フェアバンクス

校特別顧問）、乾昌弘（明新社社長：奈良）、井上浩司（ＪＲ西日本）、入江田翔太（MEBUKU 代表取締

役）、岩垣保（テレビマンユニオン 世界ふしぎ発見プロデューサー） 

 

植木孝（株・地球の歩き方 旅行マーケティング部クリエイティブ室長）、上野誠（奈良大学教授）、 

上村多恵子（京南倉庫社長）、内山裕紀子（くまの体験企画代表）、大島直行（伊達市噴火湾文化研究所

長・札幌医科大学客員教授）、大國晴雄（前・大田市教育長）、大窪健之（立命館大学・歴史都市防災研究

所長）、大田原功（今帰仁グスクを学ぶ会理事長）、大野泰正（財・ラリーニッポン代表理事：岐阜）、大

山耕介（月刊「歴史街道」編集長） 

 

岡井健（ＮＰＯ日光門前まちづくり理事長）、緒方修(ＮＰＯアジアクラブ理事長・東アジア共同体研究

所 琉球・沖縄センター長）、小川登志子（富士宮市観光協会長）、小野寺郁夫（小野寺設計室代表：平

泉）、片上敏喜（日本大学生物資源科学部食品ビジネス学科専任講師）、上村大平（斑鳩商工会事務局

長）、川崎阿久里（世界文化社第五編集局企画部）、木谷俊樹（読売テレビプロデューサー）、桐野耕一

（長崎コンプラドール代表）、久遠裕子（株式会社ユニバーサルワーカーズ取締役、軍艦島コンシェルジ

ュ・統括マネージャー、軍艦島デジタルミュージアム・プロデューサー） 

 

久保哲矢（NAKED エグゼクティブ・プロデューサー）、久保美智代（旅する世界遺産研究家、アナウン

サー・キャスター）、熊崎俊介（コルディオリゾート：沖縄）、小池秀明（ＮＰＯ日光門前まちづくり事務

局長）、小泉和子(フォーリン・プレスセンター広報戦略課長)、小松勇二郎（和歌山県観光ガイド専門員

＜紀州語り部＞）、小六克介（世界遺産クラブ代表）、齊藤修（京都新ホールディングス顧問）、佐滝剛弘

（京都光華女子大学キャリア形成学部教授・ＮＰＯ産業観光学習館専務理事＝群馬）沢田伸（ひょうごﾍﾘ

ﾃｰｼﾞ機構代表世話人） 

 

澤田利彦（松蔭大学観光文化学部長）、塩見正成（大阪観光局マーケティング事業部長・ＪＴＢ）、柴田

聡（朝日放送報道局）、城之内ミサ（音楽家・ユネスコ平和芸術家）、白鳥哲也（NHK アナウンス室 チー

フアナウンサー・まちづくりＮＰＯ沖縄イケメン連）、須藤元（ジェイキャスト顧問）、高橋一夫（近畿大
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教授）、高橋史郎（早稲田大学国際教養学部事務長）、高橋伸幸（ベストセラーズ「一個人」「歴史人」編

集長）、滝靖夫（ANA 総合研究所執行役員「元気な日本」創成本部長） 

 

竹田亨（日本航空地域活性化推進部長）、多田稔子（田辺市熊野ツーリスムビューロー会長）、多田みの

り（歴史と旅のﾗｲﾀｰ･奈良市観光使）、辰巳裕（ＮＰＯ奈良好き人のつどい理事長）、田中恭一（一般社団

法人総合研究フォーラム・コーディネーター）、田中俊徳（九州大学アジア・オセアニア研究教育機構准

教授）、谷博子（元ＪＮＴＯソウル事務所長）、谷上嘉一（熊野川体感塾塾長）、玉城常邦（琉球新報社

元・東京支社長）、長南哲生（日光世界遺産の会） 

 

土居好江（一般社団法人京すずめ文化観光研究所理事長）、富井義夫（世界遺産写真家）、冨岡哲也（交

通新聞社）、冨澤美津男（近畿日本ツーリスト 地域誘客事業部課長）、永井恵一（東洋大学国際観光学部

産学連携人材育成プログラム開発チーム研究員）、永島宣彦（京都新聞ＣＯＭ社長）、中野秀俊（旅行読売

営業企画部）、中村宇道（実業之日本社ブルーガイド編集部）、中村俊郎（中村ブレイス代表取締役会長：

石見）、中村直美（交通新聞社常務取締役第２出版事業部長） 

 

中山栄一郎（歴史と出会えるまちづくり船場城西の会：姫路）、中山禎輝（旅のエッセイスト・元平城

遷都１３００年事業協会）、滑田教夫（京都旅企画代表）、野添ちかこ（ライター）、野々村邦夫（日本地

図センター顧問）、花井正光（琉球弧世界遺産フォーラム代表、元琉球大学教授）、羽生冬佳（立教大学准

教授）、福井善朗（山陰インバウンド機構代表理事）、三島敏樹（白川郷・田島家養蚕展示館館長） 

 

水田雅博（ＪＲ西日本営業本部観光開発課長）、三石学（熊野旅の文化企画代表）、皆川広一（神戸新聞

事業社）、宮澤光（ＮＰＯ世界遺産アカデミー主任研究員）、宮本早織（温泉研究家）、宗田好史（京都府

大教授）、村上裕道（前・兵庫県文化財室長）、村田武一郎（奈良フェニックス大学運営委員長）、矢野純

一（フォーリンプレスセンター 取材協力課長）、山岡孝典（ホテルグランヴィア広島総支配人）、山上直

子（サンケイ新聞論説委員） 

 

山内道美（今帰仁グスクを学ぶ会前・事務局長）、山本義史（吉野山旅館組合長）、吉新一郎（日光青年

会議所理事長）、吉永憲（共同ピーアール）、和上豊子（石見銀山ガイドの会・前代表）、渡邉智彦（一般

社団法人京すずめ文化観光研究所） 

 

 

監 事   寺田昭一（ＰＨＰ研究所 公共イノベーション課シニアコンサルタント） 
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